
切花フランネルフラワーの出荷・品質予測システムと 
品質保持技術の開発 

 

○実施期間：令和７～１０年度 

○担当部署：花き部 

○区  分：プロジェクト研究 

 

○研究内容 

切花フランネルフラワーは当センターが品種を育成し、全国一の生産を誇る

主要品目です。市場性の高まりから出荷量は年々増加し、30万本を超えていま

す。 

当センターは、出荷のダブつきを回避すべく、蕾形成時の出荷予測と開花調

整技術を開発しましたが、市場等からは実用的でより正確な出荷予測技術に加

え、切花品質の予測技術も望まれており、本格的な輸出対応においては必須と

なります。また、フラワーロスによる廃棄問題から、流通や消費段階での日持

ち性向上対策も求められています。そこで、AI等を活用したプロダクトアウト

からマーケットインの生産を可能とする出荷・切花品質予測システムの開発お

よび品質保持技術を開発します。 
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・オンリーワン：既存登録品種は県内育成のみ

・日持ち性：希望を十分に満たす観賞期間

・四季咲き性：オールシーズン出荷が可能

・国際的価値：国際園芸博で高い評価

フランネルフラワーの優位性

しかし

・出荷量の集中

・気象変動により予定出荷できない

→セリ取引に回り、単価は注文の半値以下

さらに、

・出荷量の増加とともに、

①市場により希望する出荷規格が異なる

②輸出には数量と出荷規格の事前情報が必要

③日持ち性を向上させる情報
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そこで

生産・流通・販売が連携した出荷予測システムの開発
さらに、消費者の満足度を向上させる品質向上技術の開発

〇切花出荷量の３０％増加、生産増でも単価維持
 


